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Ⅱ 学校の概要 
  

１ 校歌 
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２ 応援歌（旧湖陵中学校校歌一部変更） 
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 ３ 校章 
   ◎  校章のいわれ 

  豊かな酪農村を表すクロ－バ－にサロ
マ湖の波を配し、地域の自然と、そこに
営まれる生活を描き出し、中央に中学校
を円に形どり、真理追求の知性をもって
発展する意志をペンに託してある。 

湖陵中学校のこの校章を元に、新たに

義務教育学校になるにあたり、中の文字

を「芭」に変更した。 

 
   ◎  湖陵中学校初代教頭    堂坂  美義  氏    案 
 
   ◎  昭和３８年１２月１３日      制定 

     平成３０年 ４月  １日   改訂 

 
 

４  認可学級数及び在籍生徒数   学級数 １０    児童生徒数  ４１名 

 
前期課程 後期課程 

合 計 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 

男子 ６ ２ ２ １ ０ ３ １ ３ ２ ２０ 

女子 ３ ３ ２ ６ ４ １ １ ０ １ ２１ 

合計 ９ ５ ４ ７ ４ ４ ２ ３ ３ ４１ 

 
  ５  通学方法 

 徒歩（自転車） 通学バス 合計 

前期課程 ６ ２７ ３３ 

後期課程 ０  ８ ８ 

合 計 ６ ３５ ４１ 

 
  ６  保護者の職業 

 酪 農 漁 業 その他 合 計 

前期課程 ２１ ４ ８ ３３ 

後期課程 ６ ０ ２ ８ 

合 計 ２７ ４ １０ ４１ 
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生徒通学区域図 
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  ７ 校下・地域の概要 
     校下は、湧別市街地区から南方に約１２キロメートル離れたサロマ湖（網走国

定公園）沿いに面しており、風光明媚な環境にある。酪農経営と漁業経営が中
心で、畑作経営も見られる。気候は、夏はオホーツク海の影響で涼しく、冬は
比較的温暖で積雪が少ない。また、年間を通して風が強く雨量が少ない。しか
し大雨の時には、床下浸水や床上浸水になる時もある。そのため、芭露川の拡
幅改修工事を数年かけて行っている。 

     平成３０年４月１日に芭露小学校と湖陵中学校が統合し、芭露学園となって生
まれ変わった。校区は、芭露・上芭露・東芭露・西芭露・志撫子・計呂地の６
地域からなり、戸数約３８２戸、人口９６５人（平成２２年１０月１日現在）、
ＰＴＡ戸数２８戸である。 

     芭露地区は、明治２８年に開拓が始まり平成７年８月に開基１００年を迎えた。 
    地理的に湧別市街地区から離れており、図書館・文化センターなどの公的文化施

設を活用する機会が少ない。しかし、湖・河川・山林・緑の畑地などの自然と
直接関わりをもつことができ、のびのびと生活している。 

 
  ８  学校（児童生徒）の概要 
     昭和５５年に小学校が統合し、新設芭露小学校として誕生した。昭和５７年に

は、通算８０周年記念協賛会式典を挙行した。平成３年には、６地区全ての統
合校となった。校舎は３回の水害に見舞われた。湖陵中学校は、昭和３８年４
月より統廃合が始まり、昭和４４年までに上記６地区が全て統合され現在に至
っている。平成２５年１１月には５０周年を迎えた。その芭露小学校と湖陵中
学校とが、平成３０年４月１日、芭露学園として義務教育学校となって新設さ
れた。 

     保護者や地域住民の学校に対する関心は高く、協力的である。校地の環境整備
や諸行事には、家族ぐるみで協力や参加が見られる。家庭においても、曾祖父
母、祖父母などと一緒に生活する生徒が多く、穏やかな性格の生徒が多い。 

     バス（スクールバス１台・町営バス１台・ワゴン車１台 合計３台）による登
下校の生徒が８０％を超え、部活動が時間的に制約される。一部の部活動につ
いては、保護者対応で、バス運行時間後も行っている。 

  （１）児童生徒の特色 
       ① 明るく素直であり、まじめである。特に学校行事に対して企画立案等主体的

に参加し、創造的な行事づくりに取り組む。 
       ② 学年の隔たりがなく、家族的な雰囲気である。 
       ③ 学習態度など基本的な姿勢が身に付いている。 
       ④ 問題行動はあまり見られないが、保育所からの人間関係が固定気味であり、

望ましい学級集団や人間関係の指導を徹底している。 
    ⑤ 運動に親しみ、楽しく生活している。 
    ⑥ 動植物など自然に対する興味関心が高く、親しみを持っている。 
  （２）特色ある主な教育活動 
    ① ９年間を見通した教育課程を実現する教科指導の充実 
     ア 専門性の高い教育活動を展開するための教科担任制の充実 
      （後期課程所属職員による１～６年生への授業） 

イ 全ての教科において免許外所有教科担任による指導を実現 
（前期課程所属職員による保健体育・美術指導、巡回指導教諭） 

    ② ９年間を見通した外国語活動・外国語科の充実 
ア 低学年（１・２年）に年間１５時間の外国語活動 
イ 免許状を有する教諭によるによる専門性の高い指導や ALT の効果的活用 

    ③ ９年間の学びのスタイルを整え、子どもたちに「できた」「わかった」を
実現する授業改善 
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     ア １～６年と７～９年を担当する先生方が一緒に行う校内研修 
     イ １～９年生で統一する授業スタイルの確立 
    ④ 地域の人材を活用した教育の実践 
     ア 酪農や畑作、漁業体験、工場見学や遺跡見学等 
    ⑤ ピア・サポートプログラムの推進 
     ア 心の成長と思いやりのある子どもを育てる 
     イ ウェルビーイングの向上を目指す 
    ⑥ 義務教育学校としての一体感ある活動の充実 
     ア １～９年生の関わり合いを通して人間関係能力やコミュニケーション能

力を育成する。 
     イ 上級学年のリーダーシップの育成 
    ⑦ 体力の向上 
     ア 休み時間に設定した「のびのび運動」での持久力や縄跳び、鬼ごっこなど 
     イ 学年や個人毎に目標を設定した合同体育の活動（７～９年生） 
    ⑧ 「湖陵太鼓」等を活用した地域活動への参加 
     ア 地域に唯一存在する学校として 
    ⑨ 湧別高校との中高一貫教育の推進、キャリア教育の充実 
     ア スケールメリットを生かした、多様な体験活動や講演等の実施 
    ⑩ 特別支援教育の理解と推進 
     ア 本校に所属する全ての子どもに対して、子ども一人一人の違いや良さを認

め合いながら、一人一人に応じた適切な教育を実践する。 
 
 ９ 児童生徒数推移 

  ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10 年度 

１年生 4 5 ７(2) 3 7 6 4 

２年生 6(1) 4 5 ７(2) 3 7 6 

３年生 4 6(1) 4 5 ７(2) 3 7 

４年生 3(2) 4 ７ 4 5 ７(2) 3 

５年生 2 3(2) 4 ７ 4 5 ７(2) 

６年生 4 2 ２(2) 4 ７ 4 5 

前期合計 26 27 33 32 35 34 34 

７年生 3 4 2 ２(2) 4 ７ 4 

８年生 3(1) 3 ３ 2 ２(2) 4 ７ 

９年生 4 3(1) 3 ３ 2 ２(2) 4 

後期合計 11 11 8 9 10 15 15 

全児童生徒数 37 38 41 41 45 49 49 

 


